
第
179号

令
和

3
年

2
月

1
日

編
集

　
広

報
広

聴
委

員
会

発
行

　
知

多
市

議
会

愛
知

県
知

多
市

緑
町

1番
地

（
TEL 0562-36-2685）

今
回
で
最
後
の〈
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ち
た
〉が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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総
務
委
員
会

委
員
長　

古
俣
泰
浩　

副
委
員
長　

伊
藤
正
明

委　

員　

中
平　

猛　

冨
田
一
太
郎 

大
村　

聡

　
　
　

  

夏
目　

豊

各
課
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で	

組
織
改
編
後
の
課
題
を
確
認

　

 　

組
織
改
編
後
に
お
け
る
課
題
の
確
認
方
法
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

組
織
運
営
上
の
課
題
は
人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

際
に
、
政
策
課
題
は
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
課
か
ら

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
適
宜
、

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
喫
緊
の
行
政
課
題
と

課
題
に
対
応
す
る
体
制
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
し
、
人
事
配
置
や
組
織
の
見
直
し
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

主
要
企
業
の
計
画
を
上
回
る	

設
備
投
資
で
固
定
資
産
税
が
増
額

　

 　

歳
入
の
固
定
資
産
税
（
現
年
）
増
額
の
内
容

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

市
内
の
主
要
企
業
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
設
備

投
資
計
画
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

実
績
で
は
、
多
く
の
企
業
で
計
画
を
上
回
る
設

備
投
資
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
償
却
資
産
に
係

る
税
金
が
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳

と
し
て
は
、
主
に
臨
海
部
の
大
手
企
業
６
社
に

よ
る
も
の
で
す
。

12
月
議
会第

６
回
定
例
会

　

第
６
回
市
議
会
定
例
会
を
12
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
を
会
期
と
し
て
開
き
ま
し
た
。

　

知
多
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
は
じ
め
15
議
案
を
可
決
、
同
意
案
３
件
に

同
意
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
議
員
派
遣
を
議
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
の
審
議
及
び
審
査
状
況

不妊治療への保険適用の拡大等を求める意見書
　日本産科婦人科学会のまとめによると、2018年に不妊治療の1つである体
外受精で生まれた子どもは5万6,979人となり、前年に続いて過去最高を更新
したことが分かった。これは実に16人に1人が体外受精で生まれたことにな
る。また晩婚化などで妊娠を考える年齢が上がり、不妊に悩む人々が増えて
いることから、治療件数も45万4,893件と過去最高となった。
　国においては2004年度から、年1回10万円を限度に助成を行う「特定不妊
治療助成制度」が創設され、その後も助成額の拡充や所得制限の緩和などが
段階的に進められてきている。また、不妊治療への保険適用もなされてきたが、
その範囲は不妊の原因調査など一部に限られている。保険適用外の体外受精
や顕微授精は、1回当たり数十万円の費用がかかる上、何度も繰り返すことが
多いため、不妊治療を行う人々にとっては過重な経済負担になっている場合
が多い。
　厚生労働省は、不妊治療の実施件数や費用などの実態調査を10月から始め
ているが、保険適用の拡大及び所得制限の撤廃も含めた助成制度の拡充は、
早急に解決しなければならない喫緊の課題である。
　よって、国におかれては、不妊治療を行う人々が今後も安心して治療に取
り組むことができるよう、下記の事項について早急に取り組むことを強く要
望する。

記
１ 　不妊治療は一人ひとりに最適な形で実施することが重要であるため、不妊

治療の保険適用の拡大に当たっては、治療を受ける人の選択肢を狭めること
がないよう十分配慮すること。具体的には、現在、助成対象となっていない
「人工授精」をはじめ、特定不妊治療である「体外受精」や「顕微授精」、
さらには「男性に対する治療」についてもその対象として検討すること。

２ 　不妊治療の保険適用の拡大が実施されるまでの間については、その整合性
も考慮しながら、所得制限の撤廃や回数制限の緩和など既存の助成制度の拡
充を行うことにより、幅広い世帯を対象とした経済的負担の軽減を図ること。

３ 　不妊治療と仕事の両立ができる環境をさらに整備するとともに、相談や
カウンセリングなど不妊治療に関する相談体制の拡充を図ること。

４ 　不育症への保険適用や、事実婚への不妊治療の保険適用、助成について
も検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和2年12月18日
愛知県知多市議会

防災・減災、国土強靱化対策の継続・
拡充を求める意見書

　近年、我が国では、全国各地で地震、台風、豪雨などの自然災害
が頻発するとともに、その被害も激甚化している。本年においても、
令和2年7月豪雨による水害、土砂災害などにより多くの尊い命が犠
牲になるとともに、貴重な財産が失われた。被災地では、鋭意復旧・
復興が進められているものの、避難生活を強いられるなど、かつて
の生活に戻れない被災者はいまだに数多く、その影響は長きにわたっ
ている。このような甚大な自然災害に事前に備え、国民の生命・財
産を守る防災・減災、国土強靱化は一層その重要性を増しており、
喫緊の課題となっている。
　こうした中、国においては、重要インフラの緊急点検や過去の災
害から得られた知見を踏まえ、国土強靱化を加速化・深化させてい
くことを目的に、平成30年12月に「国土強靱化基本計画」を改訂す
るとともに、「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策」を
策定し、予算を確保することにより、地方とともに集中的な対策に
取り組まれているが、その実施期間は、令和2年度末までとされている。
　本市においても、南海トラフ地震の発生による大きな被害が予想
されていることなどから、令和元年11月に「知多市地域強靱化計画」
を策定し、災害対策の取組を計画的に進めているところではあるが、
国の緊急対策が終了する来年度以降においても、市民の生命・財産
を守るための対策を引き続き実施していかなければならない。
　よって、国におかれては、防災・減災、国土強靱化の推進を図るため、
下記事項について特段の措置を講じられるよう強く要望する。

記
１ 　令和2年度末期限の「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊

急対策」のさらなる延長と拡充を行うこと。
２ 　地方自治体が国土強靱化地域計画に基づき実施する対策に必要

な予算の総額確保を図ること。
３ 　災害復旧・災害関連予算の確保や補助対象の拡大を図るととも

に、国土強靱化のための財源を安定的に確保するための措置を講
じ、地域の実情に合わせ配分すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和2年12月18日
愛知県知多市議会

※ 上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、
国土交通大臣、内閣府特命担当大臣（防災）、国土強靱化担当大臣、
衆議院議長、参議院議長に提出しました。

※ 上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、厚生労働大臣、衆議
院議長、参議院議長に提出しました。
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ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金	

令
和
２
年
中
に
対
象
者
へ
再
給
付

　

 　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
再
給
付

の
対
象
世
帯
数
、
一
世
帯
当
た
り
の
給
付
額
、

給
付
方
法
及
び
給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

 　

給
付
対
象
世
帯
数
は
、
４
８
３
世
帯
で
児
童

７
５
２
人
分
で
す
。
給
付
額
は
、
前
回
と
同
額

で
１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
万
円
で
す
。
給
付
方
法
は
、
既
に
ひ
と
り
親

世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を
給
付
し
た
登
録
口
座

に
振
り
込
む
予
定
で
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

年
内
に
対
象
者
へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
給
付

を
行
う
予
定
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託
料	

接
種
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
計
上

　

 　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託
料
の
見
込

み
人
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の

自
己
負
担
分
の
新
規
計
上
に
つ
い
て
は
、
今

回
、
無
料
と
な
る
全
対
象
者
約
２
万
４
３
０
０

人
の
う
ち
、
接
種
率
を
約
８
割
と
想
定
し
、

１
万
９
６
０
０
人
を
見
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
に

加
え
、
無
料
と
し
た
こ
と
に
よ
る
接
種
者
の
増

を
５
１
０
０
人
見
込
み
ま
し
た
。

職
員
数
及
び
業
務
内
容	

部
の
統
合
に
よ
る
変
更
は
な
い

　

 　

水
道
部
と
都
市
整
備
部
を
統
合
す
る
こ
と
に

よ
る
職
員
数
及
び
業
務
内
容
の
変
更
の
有
無
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

部
の
統
合
に
よ
り
、
部
長
が
１
名
減
と
な
り

ま
す
。

　
 　

な
お
、
水
道
課
の
職
員
数
及
び
業
務
内
容
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

メ
ー
タ
ー
の
口
径
に
応
じ	

水
道
料
金
を
増
額
改
定

　

 　

水
道
料
金
の
改
定
に
よ
り
、
使
用
料
の
多
い

業
者
に
対
し
て
生
じ
る
影
響
額
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

 　

今
回
の
改
定
に
よ
る
１
か
月
当
た
り
の
税
抜

き
の
影
響
額
は
、
最
大
で
メ
ー
タ
ー
の
口
径
が

25
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場
合
３
８
０
円
、
30
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
場
合
４
５
０
円
、
40
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
場
合
６
５
０
円
、
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場

合
１
２
７
０
円
、
75
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場
合

３
２
７
０
円
、
１
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場
合

８
２
７
０
円
、
１
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場
合

１
万
３
２
７
０
円
で
す
。

▼�

介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策
拡

充
に
つ
い
て
の
陳
情
書

　

・ 

提
出
者　

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委

員
会
代
表
の
森も
り

谷た
に

光み
つ

夫お

さ
ん

▼�

看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
求
め
る
陳
情

▼�

介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定

最
賃
の
新
設
を
求
め
る
陳
情

　

・ 

提
出
者　

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合

連
合
会
執
行
委
員
長
の
渡わ
た

邉な
べ　

一
ま
こ
と

さ
ん

▼�

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
書

　

・ 

提
出
者　

愛
知
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
代

表
の
森も
り

谷た
に

光み
つ

夫お

さ
ん

▼�

陳
情
書
「
地
元
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
経
営

支
援
体
制
確
立
と
地
域
商
工
業
振
興
に
対
す
る

施
策
の
拡
充
」

　

・ 

提
出
者　

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
会
長
の
新に
い

美み

文ぶ
ん
二じ

さ
ん
、
知
多
市
商
工
会
会
長
の
安あ
ん
島じ
ま

克か
つ
俊と
し
さ
ん
始
め
30
名

人
事
案
件

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

江え
　
み
　
ゆ
　
う
　
こ

見
由
布
子
氏
（
巽
が
丘
）

　

近こ
ん

藤ど
う

信し
ん

吾ご

氏
（
新
知
）

　

早は
や

川か
わ

暢の
ぶ

博ひ
ろ

氏
（
新
舞
子
東
町
）

 
福
祉
文
教
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
清
一
郎 

副
委
員
長　

藤
井
貴
範

委　

員　

藤
沢　

巌　

久
野
た
き　

川
脇
裕
之

　
　
　

  
渡
邉
眞
弓

 

建
設
経
済
委
員
会

委
員
長　

泉　

清
秀　

副
委
員
長　

林　

正
則

委　

員　

中
山
貴
弘　

石
濵
隼
人　

竹
内
慎
治

　
　
　

  

勝
崎
泰
生

陳
情
紹
介

　常任委員会は、その所管に属する事務を調査する権限（所管事務調査）があり、12 月定例会における委員会

では、次の所管事務調査を行いました。

○　総務委員会：防災カメラの設置及び運用の状況について

○　福祉文教委員会：自殺対策におけるゲートキーパーの役割について

○　建設経済委員会：朝倉駅前ロータリーの整備について

議会活動レポート

常任委員会
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12 月定例会　議案審議結果
件                  名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果

議案58   知多市事務分掌条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案59   知多市税外収入に係る延滞金に関する条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）
議案60   知多市国民健康保険税条例の一部改正について 福祉文教 可決（多数） 可決（多数）
議案61 知多市営海浜プールの設置及び管理に関する条例の廃止について 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
議案62   財産の取得について（電子黒板） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
議案63 西知多医療厚生組合規約の一部変更に関する協議について 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
議案64   指定管理者の指定（市営プール）について 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
議案65   知多市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 建設経済 可決（全員） 可決（全員）
議案66 知多市水道事業給水条例の一部改正について 建設経済 可決（全員） 可決（多数）
議案67 知多市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び知多市

特定環境保全公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部改
正について

建設経済 可決（全員） 可決（全員）

議案68   指定管理者の指定（有料駐車場）について 建設経済 可決（全員） 可決（全員）

議案69   令和２年度知多市一般会計補正予算（第８号）
総　　務
福祉文教
建設経済

可決（多数）
可決（多数）
可決（全員）

可決（多数）

議案70   令和２年度知多市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 福祉文教 可決（多数） 可決（多数）
議案71   令和２年度知多市水道事業会計補正予算（第３号） 建設経済 可決（全員） 可決（多数）
議案72 令和２年度知多市一般会計補正予算（第９号） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）
同意15 固定資産評価審査委員会委員の選任について － － 同意（全員）
同意16 固定資産評価審査委員会委員の選任について － － 同意（全員）
同意17 固定資産評価審査委員会委員の選任について － － 同意（全員）
意見書2   防災・減災、国土強靱化対策の継続・拡充を求める意見書について － － 可決（全員）
意見書3   不妊治療への保険適用の拡大等を求める意見書について － － 可決（全員）

議員派遣について － － 可決（全員）
※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　過去の本会議会議録及び本会議録画映
像を、インターネット上の次の場所でそ
れぞれ公開しています。
　スマートフォンからのアクセスには、
次のＱＲコードを御利用ください。

【会議録】
　�市ホームページ→市議会→議会　会議
録検索→会議録検索→会議録検索（外
部リンク）

【録画映像】
　�市ホームページ→市議会→本会議映像
配信→本会議録画映像配信→本会議録
画映像（外部リンク）

会議録 録画映像

＝議会を傍聴してみませんか＝
2 月・3月の議会開催日程（予定）

２月16日（火）議会運営委員会
２月25日（木）第１回定例会本会議
　　　　　　　（開会・施政方針演説・議案上程）
３月  ９日（火）本会議（代表質問）
３月10日（水）本会議（一般質問）
３月11日（木）本会議（議案審議・委員会付託）
３月12日（金）福祉文教委員会
３月15日（月）建設経済委員会
３月16日（火）総務委員会
３月23日（火）議会運営委員会
　　　　　　　広報広聴委員会
３月25日（木）本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）
　　　　　　　全員協議会

※ 　各常任委員会の開催日程は、２月16日頃に決定します。
　 　時間は、いずれも午前９時30分から（３月９日は午前９時から）

を予定していますが、詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
　 　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前に事務局

までお申し込みください。
　 　新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴される方は、手指消

毒やマスク着用などの咳エチケットにご協力ください。
　 　発熱や体調のすぐれない方は、傍聴をご遠慮ください。
　 　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子をモニター

でライブ中継します。

　広報広聴委員会については、令和３年４月に２回の開催を予定して
います。
（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のぺージをご覧ください。）
　電　話　0562-36-2685（直通）　ＦＡＸ　0562-33-8299



－5－

賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

会派名 創 　 政 　 会 市 民 ク ラ ブ 公明党
議員団

日本共産党
議員団

新緑
知多

議員名

議案名

伊
藤
正
明

石
濵
隼
人

伊
藤
清
一
郎

竹
内
慎
治

渡
邉
眞
弓

冨
田
一
太
郎

勝
崎
泰
生

中
山
貴
弘

藤
沢　

巌

藤
井
貴
範

林　

正
則

古
俣
泰
浩

夏
目　

豊

泉　

清
秀

大
村　

聡

久
野
た
き

中
平　

猛

川
脇
裕
之

議案 54 ○ ○ ○ 議　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

※竹内慎治議員は議長のため賛否を表していません。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　○：賛成　　×：反対

賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

会派名 創 　 政 　 会 市 民 ク ラ ブ 公明党
議員団

日本共産党
議員団

新緑
知多

議員名

議案名

伊
藤
正
明

石
濵
隼
人

伊
藤
清
一
郎

竹
内
慎
治

渡
邉
眞
弓

冨
田
一
太
郎

勝
崎
泰
生

中
山
貴
弘

藤

沢　

巌

藤
井
貴
範

林　

正

則

古
俣
泰
浩

夏

目　

豊

泉　

清

秀

大

村　

聡

久
野
た
き

中

平　

猛

川
脇
裕
之

議案 60 ○ ○ ○

議　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案 66 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案 69 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案 70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案 71 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

※竹内慎治議員は議長のため賛否を表していません。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　○ : 賛成　　× : 反対

11月議会 　　　　　　第５回臨時会
　第５回市議会臨時会を 11 月 30 日午前９時 30 分から１日間の会期で開き、知多市職員の給与に関する条例の一

部改正についてをはじめ４議案を可決し、報告２件を受理しました。

議案審議結果

件                  名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果

議案54 知多市職員の給与に関する条例の一部改正について 総　　務 可決（多数） 可決（多数）

議案55 知多市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改
正について 総　　務 可決（多数） 可決（多数）

議案56 知多市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）

議案57 知多市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部改正について 総　　務 可決（全員） 可決（全員）

報告17 市長専決処分事項の報告について
（公用車による事故の損害賠償の額の決定及び和解） － － 受理

報告18 市長専決処分事項の報告について
（草刈作業による事故の損害賠償の額の決定及び和解） － － 受理

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。
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不
妊
治
療
費
補
助
金
制
度
に
よ
り	

一
般
不
妊
治
療
の
費
用
を
補
助

　

 　

不
妊
治
療
に
対
す
る
支
援
内
容
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

 　

市
で
は
、
不
妊
治
療
に
対
す
る
支
援
と
し
て

不
妊
治
療
費
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

 　

こ
の
制
度
は
、
不
妊
の
検
査
、
人
工
授
精
な

ど
の
一
般
不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
に
対
し
、

治
療
費
の
２
分
の
１
を
、
１
年
度
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
、
所
得
制

限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
対
象
は
、
妻
ま
た
は

夫
が
知
多
市
在
住
で
、
治
療
開
始
時
に
お
け
る

妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
の
夫
婦
で
す
。

　

 　

な
お
、
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
と
い
っ
た
特

定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
県
が
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

保
育
所
等
の
再
整
備
方
針	

園
ご
と
に
様
々
な
事
情
踏
ま
え
判
断

　

 　

保
育
所
等
の
再
整
備
に
向
け
た
基
本
方
針
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

中
学
校
区
ご
と
に
公
立
保
育
園
１
園
を
残
し
、

そ
れ
以
外
の
保
育
園
は
民
営
化
し
ま
す
。
な
お
、

民
営
化
を
予
定
し
て
い
る
園
の
う
ち
、
八
幡
保

育
園
と
新
舞
子
保
育
園
は
移
転
ま
た
は
敷
地
内

で
の
建
替
え
、
日
長
保
育
園
は
津
波
避
難
対
象

外
地
域
へ
の
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
つ

じ
が
丘
保
育
園
は
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
世
帯

の
子
ど
も
が
多
い
た
め
、
引
き
続
き
市
が
運
営

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
立
幼
稚
園
は
認
定
こ

ど
も
園
と
し
ま
す
。

　

 　

園
児
が
減
少
す
る
地
域
で
は
、
で
き
る
だ
け

園
を
統
廃
合
せ
ず
、
身
近
な
園
へ
通
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
と
担
い
手
の	

育
成
で
支
え
合
い
活
動
の
活
性
図
る

　

 　

高
齢
者
の
在
宅
支
援
に
お
け
る
地
域
の
支
え

合
い
活
動
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
 　

市
で
は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守
り
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

 　

今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
し
、
高
齢
者

の
日
常
生
活
を
支
え
る
担
い
手
不
足
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
中
で
支
援
を
し

た
い
人
と
支
援
を
受
け
た
い
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
の
創
出
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 　

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

と
、
支
援
の
担
い
手
の
育
成
を
行
い
、
地
域
の

支
え
合
い
活
動
の
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
適
応
し
た	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
継
続
を
支
援

　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
適
応
す
る
た
め
の
新

た
な
価
値
観
を
取
り
込
み
、
安
心
し
て
参
加
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
継
続
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
大
半

の
事
業
が
計
画
通
り
に
実
施
で
き
ず
、
役
員
が

毎
年
度
交
代
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
多
い
こ
と

か
ら
、
今
後
は
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
う
ま
く
次

年
度
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

 　

市
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

に
適
応
し
た
事
業
実
施
の
在
り
方
を
検
討
す
る

な
ど
、
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

徴
収
猶
予
の
特
例
制
度	

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知

　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
税
の
徴
収
猶
予
の
特　

例
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
期
限

が
９
月
に
改
正
さ
れ
、
令
和
２
年
度
の
市
県
民

税
第
４
期
分
及
び
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分

が
申
請
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

　
市
政
に
対
す
る

一　

般　

質　

問

�　

第
６
回
定
例
会
本
会
議
で
、
10
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。�

　

そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

　

議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。�

移転予定の日長保育園

公
明
党
議
員
団

泉　

清

秀

市
民
ク
ラ
ブ

藤

沢　

巌

市
民
ク
ラ
ブ

中
山
貴
弘

創
政
会

石
濵
隼
人
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新
た
な
チ
ラ
シ
を
庁
内
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
ち
た
に
掲
載
し
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
10
月
下
旬
に

は
令
和
２
年
度
課
税
分
の
滞
納
者
を
対
象
と
し

て
、
催
告
書
を
送
付
し
た
際
に
、
こ
の
特
例
制

度
の
案
内
文
を
同
封
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

押
印
廃
止
に
向
け
準
備
を
進
め
つ
つ	

法
令
な
ど
の
改
正
に
合
わ
せ
対
応

　

 　

行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
廃
止
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

 　

庁
内
で
約
８
２
０
種
類
あ
る
行
政
手
続
の
う

ち
押
印
を
廃
止
で
き
る
も
の
、
廃
止
で
き
な
い

も
の
を
洗
い
出
し
、
条
例
、
規
則
な
ど
の
改
正

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

 　

な
お
、
国
の
法
令
な
ど
に
基
づ
く
行
政
手
続

に
つ
い
て
は
、
国
が
廃
止
を
決
定
し
、
ま
た
は

廃
止
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
事
務
手
続
の
一

覧
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
令
な
ど
の
改
正
に

付
随
し
て
本
市
が
使
用
し
て
い
る
様
式
の
押
印

は
廃
止
に
な
る
た
め
、
各
所
管
が
国
の
取
組
状

況
を
把
握
し
、
法
令
な
ど
の
改
正
に
合
わ
せ
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
後
も	

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
す
る

　

 　

住
居
確
保
給
付
金
を
支
給
し
た
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談
支
援
員
が
経
済
的

自
立
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
に
若
者
や
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
就
労
支
援
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
貸
付
事
業
を
紹
介
し
、
家
賃
の
安
価
な
住

宅
へ
の
住
み
替
え
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生

活
保
護
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
ま
す
。
ま
ず

は
住
ま
い
を
失
う
心
配
を
解
消
し
た
後
、
自
立

に
向
け
た
支
援
を
開
始
す
る
な
ど
、
そ
の
方
の

状
況
や
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
切

れ
目
な
く
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し	

校
長
は
じ
め
全
職
員
で
サ
ポ
ー
ト

　
 　

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
へ
の
施
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

 　

市
で
は
、
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し
、

校
長
は
じ
め
全
職
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
中
学
校
と
４
小
学
校
を
県
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
８
人
、
６
小
学
校
を
市
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
１
人
巡
回
す
る
と

と
も
に
、
外
国
人
生
活
適
応
相
談
を
行
う
指
導

員
２
人
が
各
学
校
で
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

今
年
度
か
ら
は
、
中
部
中
学
校
を
拠
点
に
週

２
日
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
し
、
家
庭
や
地
域
、
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
連
携
し
て
、
対
応
を
取
る
こ
と
の
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

資
金
繰
り
支
援
や
経
営
相
談
を
通
じ	

市
内
中
小
企
業
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

う
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
売
上
高
が
減
少
し
た
市
内
中
小
企
業
者

が
、
県
の
制
度
融
資
を
利
用
す
る
際
に
、
県
信

用
保
証
協
会
へ
納
付
し
た
信
用
保
証
料
を
補
助

す
る
こ
と
で
、
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
制
度
を

４
月
に
創
設
し
ま
し
た
。

　

 　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
証
料
補
助
に

よ
る
資
金
面
で
の
支
援
に
加
え
、
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、
事
業
者
へ
支
援
施
策
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
者
に

寄
り
添
っ
た
経
営
相
談
な
ど
を
通
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

梅
ま
つ
り
会
場
の
感
染
症
対
策	

会
場
内
混
雑
情
報
の
発
信
な
ど
実
施

　

 　

佐
布
里
池
梅
ま
つ
り
来
場
者
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

会
場
内
で
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
来
場
者

に
は
マ
ス
ク
の
常
時
着
用
、
身
体
的
距
離
の
確

保
な
ど
を
促
す
案
内
看
板
の
設
置
や
呼
び
か
け

を
行
う
と
と
も
に
、
手
指
消
毒
液
を
複
数
の
箇

所
に
配
置
し
ま
す
。
併
せ
て
、
観
梅
エ
リ
ア
の

歩
道
幅
が
狭
く
、
人
と
人
と
の
距
離
が
十
分
に

確
保
で
き
な
い
場
所
に
お
い
て
は
、
一
方
通
行

に
す
る
な
ど
密
接
に
な
ら
な
い
対
策
を
講
じ
ま

す
。
ま
た
、
会
場
内
の
混
雑
情
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
特
設
サ
イ
ト
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、

混
雑
度
合
を
示
す
表
示
灯
を
会
場
内
に
設
置
し
、

来
場
者
が
混
雑
度
合
を
把
握
で
き
る
よ
う
対
策

を
行
い
ま
す
。

北
部
循
環
コ
ー
ス
に
新
設
の
バ
ス
停	

多
く
の
方
が
生
活
の
足
と
し
て
利
用

　

 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
あ
い
あ
い
バ
ス
の
利
便

性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

令
和
２
年
４
月
の
北
部
循
環
コ
ー
ス
の
再
編

に
合
わ
せ
、
南
加
木
屋
駅
西
及
び
中
平
地
に
バ

ス
停
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
部
地
区
に

お
け
る
買
物
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、

９
月
24
日
の
カ
ネ
ス
エ
阿
久
比
店
の
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
、
同
店
舗
の
駐
車
場
に
新
た
に
北
部

循
環
コ
ー
ス
の
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

 　

10
月
の
実
績
で
は
、
南
加
木
屋
駅
西
か
ら
延

べ
98
人
、
中
平
地
か
ら
延
べ
84
人
、
カ
ネ
ス
エ

阿
久
比
店
バ
ス
停
か
ら
延
べ
２
３
０
人
、
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
前
バ
ス
停
か
ら
延
べ
５
２
５

人
の
方
が
乗
車
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
生
活

の
足
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

公
明
党
議
員
団

大

村　

聡

イトーヨーカドー前バス停

市
民
ク
ラ
ブ

古
俣
泰
浩

市
民
ク
ラ
ブ

藤
井
貴
範
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朝
倉
駅
周
辺
整
備
事
業	

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
で
中
止
は
な
い

　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
税
収
減
が
明
ら
か
で
あ
る

中
、
将
来
に
負
担
を
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
朝

倉
駅
周
辺
整
備
事
業
を
中
止
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

 　

朝
倉
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
地
域
の
活
性
化

を
先
導
す
る
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
意
義
に
変
わ
り
は

な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
を
中
止
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
事
業
者
公
募
は
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
だ
後
に
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
即
し
た
路
線
な
ど	

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
を
目
指
す

　

 　

に
し
の
台
、
梅
が
丘
及
び
つ
つ
じ
が
丘
地
区

の
バ
ス
路
線
の
見
直
し
並
び
に
市
南
部
地
域
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

路
線
バ
ス
の
佐
布
里
線
、
朝
倉
団
地
線
、
岡

田
線
は
、
社
会
環
境
と
移
動
ニ
ー
ズ
の
変
化
の

た
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
路
線
の
在
り
方

に
つ
い
て
運
行
会
社
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
あ
い
バ
ス
は
、
今
年
度
か
ら
北
部
循
環

コ
ー
ス
の
運
行
を
開
始
し
、
今
後
は
利
用
状
況

か
ら
効
果
検
証
を
行
い
、
利
便
性
の
高
い
地
域

公
共
交
通
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
市
南
部
地
域
で
は
、
既
存
の
交
通
手

段
を
補
完
す
る
新
た
な
移
動
手
段
に
つ
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
を
通
じ
、
必
要
性
な
ど
地

域
の
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど	

公
立
と
私
立
で
は
異
な
る

　

 　

保
育
所
等
の
再
整
備
に
お
い
て
、
公
立
の
ま

ま
の
保
育
園
と
民
営
化
す
る
保
育
園
と
の
運
営

上
の
違
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

公
立
、
私
立
と
も
に
国
が
定
め
る
基
準
や
指

針
に
基
づ
き
保
育
園
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
園
日
、
開
園
時
間

に
つ
い
て
も
同
等
で
、
保
育
料
は
市
が
定
め
る

保
育
料
と
同
額
で
す
。

　

 　

異
な
る
点
と
し
て
は
、
公
立
の
場
合
は
統
一

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、

私
立
で
は
園
独
自
に
休
日
保
育
や
英
語
教
育
な

ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
保
育
士
な
ど
の
処
遇
も
公
立
と
は
異
な
り
、

園
や
運
営
法
人
な
ど
の
定
め
に
よ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
考
慮
す
る
も	

水
道
料
金
改
定
中
止
や
延
期
は
な
い

　

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考

慮
し
て
、
水
道
料
金
の
増
額
改
定
を
中
止
し
、

ま
た
は
延
期
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

本
市
の
水
道
事
業
で
は
、
本
年
６
月
か
ら
11

月
ま
で
に
係
る
６
か
月
分
の
水
道
料
金
の
基
本

料
金
を
全
額
免
除
し
、
市
民
生
活
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
知
多
市
水

道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
当
初
は
令
和
２

年
度
に
料
金
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
で
進
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、
３
年
10

月
使
用
分
か
ら
の
適
用
と
し
ま
し
た
。

　

 　

安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
し
て
送
り
届
け
る

た
め
に
、
今
回
の
料
金
改
定
は
必
要
で
あ
り
、

中
止
や
延
期
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市
内
各
中
学
校
の
修
学
旅
行	

時
期
や
訪
問
先
な
ど
を
変
更
し
実
施

　

 　

令
和
２
年
度
の
市
内
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

実
施
状
況
、
及
び
宿
泊
を
伴
う
修
学
旅
行
を
実

施
で
き
な
か
っ
た
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
て

市
が
旅
行
ツ
ア
ー
を
企
画
・
運
営
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

 　

中
部
中
学
校
は
２
泊
で
大
阪
・
神
戸
へ
、
旭

南
中
学
校
は
１
泊
で
伊
勢
志
摩
へ
、
知
多
中
学

校
は
１
泊
で
伊
豆
へ
、
八
幡
中
学
校
は
日
帰
り

で
郡
上
八
幡
へ
、
東
部
中
学
校
は
２
泊
で
河
口

湖
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

 　

こ
の
よ
う
に
、
全
中
学
校
で
修
学
旅
行
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
宿
泊
を
伴
う
修
学
旅

行
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
学
校
の
生
徒
に
対
し
、

市
独
自
の
旅
行
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

11��

月

１
日　

議
会
防
災
訓
練

４
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

知
多
五
市
議
会
議
長
会
・
研
修
会

　
　
　
（
常
滑
市
）

20
日　

西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会
定
例
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

30
日　

第
５
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会
臨
時
会

12��

月

７
日　

第
６
回
定
例
会
本
会
議
第
１
日

　
　
　
（
議
案
上
程
）

８
日　

本
会
議
第
２
日
（
一
般
質
問
）

９
日　

本
会
議
第
３
日
（
一
般
質
問
）

10
日　

本
会
議
第
４
日

　
　
　
（
議
案
審
議
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

11
日　

福
祉
文
教
委
員
会

14
日　

建
設
経
済
委
員
会

15
日　

総
務
委
員
会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

18
日　

本
会
議
最
終
日
（
議
案
採
決
）

　
　
　

福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

1��

月

12
日　

広
報
広
聴
委
員
会

19
日　

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

会
派
代
表
者
会
議

議
会
日
誌

日
本
共
産
党
議
員
団

久
野
た
き

日
本
共
産
党
議
員
団

中

平　

猛

新
緑
知
多

川
脇
裕
之


